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よ びハ チ の梱 包 ・保 蔵 の4工 程 か らな る大 量 増 殖 工程 を設 計 した.っ ぎ に,大

量生 産 工程 に お け る 作 業 の 省 力 化 ・効 率 化 の た め に産 卵 装 置 お よ び羽 化 成 虫 回

収 装 置 を試 作 し,そ の性 能 評 価,ハ チ の剤 型 ・梱 包 ・保 蔵 方 法 につ い て検 討 し

た,そ の 結 果,横 移 動 式 産 卵 装 置 に よ る産 卵 済 み 両 種 成 虫の 回 収 率 は マ メ ハ モ

グ リバ ∫ で75.3%,ハ モ グ リ ミ ドリ ヒメ コバ チ で66 .4%,ま た縦 移 動 式産 卵 装

置 に お け るハ モ グ リ ミ ドリ ヒメ コバ チ の 回 収 率 は68.4%と な り,あ ま り高 くな

か っ た.羽 化 成 虫回 収 装 置 の 回 収 率 は,装 置 内 に 成 虫 を 放 飼 した場 合 に マ メ ハ

モ グ リバ エ 雌 で869%,雄 で82.4%,ハ モ グ リ ミ ドリ ヒ メ コバ チ 雌 で94 .4%,

蠕 を放 飼 した 場 合,マ メ ハ モ グ リバ エ で81.7%,ハ モ グ リ ミ ドリ ヒメ コバ チ で

925%と な り,と も に 高 か った.ハ モ グ リ ミ ド リヒ メ コバ チ 成 虫 の 寿 命 や 繁 殖

能 力 は,羽 化 直 後 に15℃ で3日 お 」び5日 間 保 蔵 す る と,大 幅 に 低 下 した.

モ グ リ ミ ドリ ヒ メコ バチ 蝋 の羽 化 率 は,蝋 を 含 ん だ イ ン ゲ ン マ メ葉 を あ る程 度

乾 燥 させ て か ら5℃ で5日 間保 蔵 す る と94.4%と な り,葉 を 乾 燥 させ ず に保 蔵

した 場 合 の85,7%と 比 べ て 高 か っ た.ま た.ハ モ グ リ ミ ドリ ヒ メ コバ チ 蠕 を5℃

で3日 間 保 蔵 した 後 の 潮 化 率95.3%お よび5日 間保 蔵 した 後 の 羽 化率100%は,

5℃ で 保蔵 しな か った 場 合 の965%と 同様 に 高 か ・)た.

大 量 生 産 に お け る産 卵 の た め の 最 適 放 飼 成 虫 密 度 は,子 葉 を 十 分 に 展 開 させ

た イ ン ケン マ メ1株 あ た り50匹 の マ メハ モ グ リバエ 幼 虫が 最 適 で あ り,そ の た

め に はマ メ ・・モ グ リバ エ 成 虫5対 を 】日間放 飼 す るの が 適 当 と推 定 され た .

方,ハ モ グ リ ミ ドリ ヒメ コ バチ 成 虫 力最 適放 飼 密 度 は マ メハ モ グ リバ ニr幼虫50

匹 あ た り10匹 を1口 間 放 飼 す る の が推 定 され た.

3.ハ モグ リミドリヒメコバ チ の 生 物 的 防 除 資材 としての 有 効 性 とバ ンカ ー プ ラント法 の

検 討

本 実験 で は,施 設 栽 培 トマ トに お け るマ メハ モ グ リバ エ の 生 物 的 防 除 資 材 と

して,ハ モ グ リ ミ ド リヒ メコ バ チ を ガ ラ ス温 室 に実 際 に放 飼 し,そ の 有 効 性 を

検 証 し,同 時 に 最 適 放 飼 タ イ ミン グ と放 飼 密 度 を決 定 す る た め の 基 礎 資 料 を得

る こ と を 目的 と した.そ の 結 果,マ メハ モ グ リバ エ 幼 虫 が 高 密 度 発 生 施 設 に,

180匹(3.0匹/1㎡)の 密 度 で ハ チ を 放 飼 した 場 合,若 齢 幼 虫 を 除 くほ ぼ 全 て の

幼 虫 が 殺 虫 され た.マ メハ モ グ リバ エ 幼 虫低 密度 発 生施 設 に本 種 を 放飼 した 場

合,雌 ハ チ6匹(α3匹/1㎡)の 放 飯 密 度 で 高 い 防 除 効 果 を得 られ た.防 除 コス

トを考 慮 す る と,侵 入 初 期 に 見 られ る ハ エ 幼 虫 低 密 度段 階 で本 種 寄 生蜂 を放 飼

密 度0.3匹/㎡ で 放飼 す る と,1回 の放 飼 に よ って あ る程 度 即 時 性 の あ る防 除 効

果 が 得 られ る こ とが わ か っ た 。つ ぎに,キ ツ ネ ノボ タ ン ハモ グ リバ エP加10〃2アzo

70η姻c〃1Schrankを 代 替 寄 主,ラ ナ ン キ ュ ラ スRoη 卿c〃1〃505101/c〃5L.を バ ンカ

ー植 物 とす る バ ン カー プ ラ ン ト法 の構 築 を 目指 して 基礎 的 実験 を行 った .そ の

結 果,ハ モ グ リ ミ ドリ ヒメ コバ チ は,対 象 害 虫の マ メ ハ モ グ リバ エ と代 替 寄 主

の キ ツネ ノ ボ タ ンハ モ グ リバ エ が共 存 した 温 室 で 行 っ た 実験 にお い て,そ れ ほ

ど偏 りな く双 方 を攻 撃 す る こ とが 明 らか とな り,本 バ ン カ ー植 物 法 の有 効 性 が

示唆 され た.ま た,こ の 実 験 過 程 に お い て ラナ ン キ ュラ ス は 多数 の キ ツネ ノボ

タ ン ハ モ グ リバ エ の 加 害 を受 け た に もか か わ らず,新 葉 を 出 しなが ら設 置 後1

ヶ 月 以 上 が 経 過 して も枯 死 株 は な か っ た.キ ツネ ノボ タ ンハ モ グ リバ エ 幼 虫数

の 過 密 を避 け る こ とが で きれ ば,バ ン カ ー植 物 と して1ヶ 月 以上 の 利 用 が 可能

な こ とが わ か った.
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